
令和 ２年度『公認審判員』伝達講習会 

            と き：令和 ２年  月  日（日） 

ところ：北海道立北見体育センター 

 

講習会次第 

１．開  会 

 

２．会長挨拶 

 

３．審判伝達講習会 

(１)  （一財）北海道陸協伝達講習会報告 

① 2020年度(2020.4.1付) 公認審判員昇格・取得報告 

② 2020年度 北海道陸協主催大会報告 

         ③ 北海道陸協施設用器具委員会報告 

 

 (２)  (公財)日本陸連全国競技運営責任者会議報告(別冊) 

① 2020年度競技規則修改正ポイント・・・・・(別冊) 

② 2020年度競技規則修改正・・・・・(別冊) 

 

(３) その他 

 

 

 

 

４．質疑応答 

 

５．閉  会 

 

 

 

オ ホ ー ツ ク 陸 上 競 技 協 会 

（総務・記録・審判委員会） 

 

 



令和 ２年度（２０２０年度）審判伝達講習会（要約） 

 

１．本年度の「審判伝達講習会」は、現状の社会情勢を考慮し、次により作成 

する資料により実施します。   

  また、日本陸連の「２０１９年度全国競技運営責任者会議」 の資料は、別 

 に作成の上、後日開催される「競技会」の際に配布しますので、ご理解とご

協力をお願いします。 

 

２．(1) 平成３１年度（2019.4.1付）審判取得者 

     B 級・・・・・ ５名（新規取得者） 

B 級・・・・・ ３名（学連からの移籍・所属替と復権） 

 

(2) 令和 ２年度（2020.4.1付）審判昇格・取得者 

S 級・・・・・ １名 

A 級・・・・・ ２名 

B 級・・・・・ ７名 

 

３．日本陸連「全国競技運営責任者会議」の内容（要旨） 

 

(1) 2020年開催の「鹿児島国体」の新種目について(万年和紀委員長) 

  300m・300mH・3000m競歩・男女 4×400mR 

 

(2) 広告規定・・・ナンバーカードからビブスへ呼び名の変更 

 （現在の競技会では、ナンバー以外に個人名が入っているものがあります） 

＊ナンバーカード(ビブス)の規格が変更になりました。 

(縦 160m/m×横 240m/m） 

 ※来年度より順次更新してください。 

ユニフォームの広告規定の変更あり 

競技役員の意識向上への取り組みを 

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) リレーに関する確認事項【 重 要 】（上村 卓委員） 

 

① １７０条７［注釈］が新規追加される。 

「バトンパスが開始され、バトンパスが完了していない状態でバトンを落とした 

場合には、バトンは渡し手(前走者)が拾わなくてはならない。バトンパスが完了 

し、受け手(後走者)が唯一の保持者になった後にバトンを落としたら、受け手が 

拾わなければならない。 

＜２０１９年までの陸連解釈＞ 

「バトンパスが開始され、渡し手と受け手の両方に触れられている状態ならばど 

ちらが拾っても構わない。 

 

＜今回の提案の背景＞ 

・世界リレー開催にあたり、ⅠＡＡＦと確認していく中で、国内の運用と異なる 

ことが判明した。 

・リレーで金メダルを目指している国のルールが、世界と異なっているわけには 

いかないとの判断よる。 

 

② リレー競技におけるＹＣ(イエローカード)の扱いについて 

１４５条３ に追加 (※項番変更) 

「・・・この失格は当該リレー種目のみに適用されるもので、個々の選手は当 

該大会の混成競技の個別種目への出場やリレー以外の個別種目の出場、リレーチ 

ームもその後に行われる他のリレー種目への出場が妨げられるものではない。」 

 

③ 抗議と上訴について 

競技規則及びハンドブック参照。以下の点にも注意を 

・抗議を受け付ける担当者、場所、抗議者の控室の明確化 

・抗議者は興奮して来ることがあるので、落ち着いて対応する。 

・抗議を受けた際には、上訴に備えてジュリーにも連絡しておく。 

 

④ ＳＩＳ(スタート・インフォメーション・システム)を使用する競技会での注意 

点について 

・スターターが目視でＦＳ(不正スタート)を確認できなくても、ＳＩＳがＦＳの波 

形を示した場合はＦＳと判定する。 

・波形の見方、ＦＳの判定についてスターターチーム内での共通理解が重要 

・局所的な動きをＦＳと判定しないよう注意が必要 

 

(4) ２０２０年度競技規則修改正のポイント（中田光哉委員） 

 

別紙「資料による」 










